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來舘（9943年）二月5臼の皆醗鶴蝕

　　　　　　（第1報）
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　　　　　　　　　　　　　　　　Cl）

　昭和18年二月5日の日出後，まもなく，北海道に於いて，皆既日蝕が見える

といふことは，我が東亜天文三二の倉員たちの中に，既に数年前から知られて

みたところであり，現に，昨16年九月，二二富畳角に於いて，三雲に情まされ

ながら日蝕をチラ’と見た人々は，皆，…一様，“來々年の北海道日蝕を！1”と，

話しあったものであった．

　我が北海道は，近年，よく二三日蝕に葱まれる．明治29年（學暦1896年）は

枝幸に於いて，日二丁の襯測除が苦闘したものであり，昭和11年六月には，日

英米捷波支の諸國の學徒が北見の各地に於いて混戦した記憶は，省，吾人の謄

裏に新たである．次ぎが來年の日蝕であるが，それからあとは，2117年（九月

26日）まで，約174年間，やって來なV・．又，我が日本内地全髄としても，學

暦2035年忌で，今後92年間は，皆既日蝕が見られなV・のであるから，來年の北

海道の蝕は，かなり名残りの惜しまれる蝕である．

　勿論，寒い北海道の，最も寒V・二月の，早朝といふ最も塞い時刻であるから・

たとび，室は晴れても，槻聖者は多大の苦螢を畳暫しなければならなV・．

　　　　　　　　　　　　　　　　［2）

　この1943年度の北海道日蝕につbては，鹿見回の二天文學者村上春太郎氏が

早くから，特別な研究を試みられ，．既に1936年一一月に，大口其の計算を絡っ

て，結果を吾人の手許へ回付し來られたものであった．しかし，一般の人々の

前に之れを公表するのに，（1936年の北見の日蝕や，1941年の墓轡の日蝕が未

だ濟まない時）飴り早V・と思ったから，暫く回れを吾々は机上に預ったまX，

只，びそかに，吾々のみで，之勉を見つN，時機を待ってVl）たのであった一一

村．ヒ氏は，かつて吾人が報じた如く，1941年の日蝕のためにも，・特別な研究を

行はれて，いち早く吾々に其の豫報を示された學界の恩人であり，又，先畳者

であった．

　今，村上氏の計算から，氏が自ら書かれた地圖を見るに，この日蝕はアジヤ

大陸の東北部と，太亭洋の北孕と，北米大陸の西北部と，北氷洋の一部にまた

がって，部分蝕が見えるものであって，我が日本の殆んど全部（i豪轡から，千

島，樺太，朝鮮及び南洋委任統治領）が之れに含まれ，そのほか，漏洲國や，

沿海洲，それから，アラスカ，北米西岸等をも含んでみる．ハワイ群島も此の
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第1圖　　北海道の皆既地肌
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　しかし，皆既線の通過する所は．勿論，決して旧いものではない．圖上に於

いて，皆既線は先づ満洲國の佳木斯附近から始まって，沿海洲を横切って、日

本海に入り，それから北海道の石狩と天盤の西岸から上陸して，島の授与中央

を西北西から東南東の：方向へ横断し，根室岬で陸を去り，其の後は長く海上を

東へ，次V・で東北・・）・・与り，アラスカの南で海中に突出してみるアラスが昇島を

巧みに縦蜥し，ユーコン河畔のクロンダイク麗で絡ることになってみる．とう

いふ事情であるから，～二の日の皆既日蝕を観測し得る場所は，わが北海道か，

Nはアラスカ牟島のみである．

一斗も，後に述べる如く，北海道の各地に於いては，日出後，まもなく皆既と

なるのであるから，砦既中，太陽は僅かに1α程度の高度を有つセこ過ぎないた

めに，観測技術上からも，氣象上からも，甚だしい困難があると思はれるので

あるが，しかし，こうした事情はアラスカ牟島方面に於いても同様である．か

りに，人力の萬善を審すとして，船に乗って，掻く海上に出で，日蝕を襯測す

るとしても，こんどの皆既鍾を最も高度の高い地黒占で見るととが出來るのは，

北丁丁洋上、北緯42り，東纏160。～1700のあたりであるが，～二の地難に於いてさ

へ，太陽の高度は30。程度に達するに過ぎないのである・全艦的に見て，この
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第2圖　　日本各地の蝕分地引・
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日蝕七十は，頗る悪い條件の下に行はなければならない畳悟が必要である．

　　　　　　　　　　　　　　　　C3」

　こんどの皆既日蝕を見る人のために，最も注目されるのは，全世界に於い

て，何と言っても，我が北海道である．しかる此の北海道に於いて，7年前に

見えたあの日蝕は，皆既線が北見の海岸に滑って走｝？，しかも其の約半分はオ

ホツク海上にあった．ところが，・こんどの日蝕では，皆既線が殆んど全部この
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第3圖　　日蝕の全地圖
k

．／ぞ藷

湯議鑓翻

裁

E－t

鳩

　J ’N．

鞘
無
縫
薫

羅
綾
ハ
批
豹
じ

・
熱
、
マ
懸
慈

総
赦
ゐ
、
廷
・
蔑
ミ
・
穂
一

謎
鍵
隙
喪
漁
ゾ硬ll

　　　　　知
　　　　／：，

細編
i
・
・
Y
）
i
i
i
i
l
i

讐

　　1
　『、・「偽ξ歯

駄　嘗　沁

秘．．Y．
　　f　fu）ye
　　　　　ゾ十　ノ毒　　ワ
　1コ　多

　　甥　　　　、
読ク
／’　　／

ノ袖　　　　　　　　．・・。

lr“tso

／　　tl氏。

て、医』

，

’t［

＼
／

く

k／i

北海道の陸地ばかりを通るのであるから，観測地としては，可なり廣く，いろ

々々な場所を選ぶことが出回る．例へば，（小樽や札幌は，危ふく此の皆既線

外にあるけれど，旭川も，釧路も，）厚岸も，根室も，其の他，帯震も，富良野

も，弟子屈も，皆この中に含まれるのであるから，此の黒占に於いては，甚だ恵

まれてみると言はなけれはならない。

　只，前にも述べた通り，皆既は，日出後，まもなく，東の低い室で見えるの

であるから，朝早く東方の地李線が晴れる土地を逡ぶごとが継封に必要であ

るe

　各地に於いて，皆既の始めや，終りの時刻については，t．一しに禍げた地圖が

可なり詳細であるから，漁者各自について御研究ありたい．但し，この地圃に

記入してある時刻は，皆，グリー＝チ時であるから，之れを日本の標準時に直す

ためには，9時間を加へなければならない．例へば，

　　グリ＝チ時［22時53分】は日本標準時［i翌7時53分1

である．故に，若し，一例として，釧路の皆既の時刻は，

二月5日，　午前7時52分57秒　に始まり，

4ノ　　　　　〃　　〃　54　48　　に終る．

のである、
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r一一一一丁一’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　この二月5日の朝の日蝕は，我が日本の各地其の他に於V・て，部分蝕が見え

ること，前述の通りである．例へば，

　　札幌，小樽，枝幸，稚内等は…………・・…‘・…・……………・…・・………・…99％

　　浦河，室蘭等は……………・…・・………・”………………………・……・・……98〃

　　函貧言，大泊，ノ・ノレピンなどは…………・・・………一・・…・・………・…・…・……977

　　青森，ウラヂチは……………・・…………’……”・・……………………………95〃

　　盛周，　肯旨f堂あナこり｝よ…　一・・・・・・・…　一・・・・・・…　’・・・・・・・…　●・・・・・・・・・・・…　一・…　9・・・・・…　一94ゲ

　　秋田，水澤　　〃　…………………’…’…………・”…’……∵……・・…・…・93〃

　　山形・：日直．　　〃　　’’’’’’’’’”叩●9．’’’’’’’’’’’”●．”●’’’’’’’”●’∵●’0●9”●’”●’．‘’●’…91〃

　　1隔農｝｝よ・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　り…　一一・…・・・・・・・・・・・・・・・…　9〔〕〃

　　新潟，若松，郡山あたりは……………・一・…………………………………89’！

　　かくノ…㍉　　国者『9宮｝よ・・・・・・・…　。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　9・・・・・・・・…　…・・・・・・・・・・・・・・・・…　87〃

　　長野，前橋などは……………・・1一・……………一・………………・・………・…86〃

　　金澤，松本，東京，千葉などは………・………・・……………・…・・…………85ゲ

　　岐阜，静岡は’・・…………………………・……・・………………………………83〃

　　京都，田土，主膳，鳥取あたりは・……一・…・…・・……………・・…・………82〃

　　松江）t国王，大阪などは・…・．…・1一”…・…………t・■・・……………・…・…・…81　t／

　　介オ、〔，岡山，和歌山，八丈島あたりは・一……：…・…・・………・一・・…t・…80〃

　　瀬戸，高松，徳島などは・一・……・……・・…………………………・・………・79〃

　　贋島，田邊あたりは…・…・・……・・…・・…・……・……………・…・………1……78〃

　　；立毛1，山口，松山，高知などは……・………・・………・…………∵………∵・77〃

　　下關は……・一・・・・………………一・一…………・・………・…………・・……・76〃

　　大分は……・・一一・…一一・…一…一t一一…・∴………・一・・一・ρ・……75　t／

　　縞周は・・s・…一・………・・・………・…一・一…・…・一・……・………………一・74　f／

　　長山奇，　宮山奇はンr・…　一・・・…　一・・…　一・・…　一一・…　『・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一一・一…　一一・・72ノ／

　　鹿先島は………一・一…tJt・J一一’一・一一・一一・・∴・……・…一・・一一70　・／

となってみる．

　しかし，こNに注意しなければならないことは，満洲國のハルビン市は，日

出の時に既に食甚を過ぎてみることであるし，又，わが國の領土に於いても，
　　　　　　　　　　　　　　　ヰら
稚内，札幌，小樽，青森，山形，幅島，郡山，フk戸，千葉，：東京，八丈島の一

線は，“日出の時に，既に三隅を過ぎてみる”ことである．故に，日出の後

に，日蝕（部分蝕）．が始まるとV・ふのは，豊原，大泊，枝幸，名寄，旭川，盛

岡，水澤，仙墓ゐ各地以東でなければならない．まことにキワドイ日蝕であ

る．（終）


